
室根まちづくり協議会ニュース 
室根まちづくり協議会スローガン 

～集い語らい「力合わせてみんなで創ろう」豊かな室根！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

※『いきいき百歳体操』の予定については、室根市民センター広報『ふれあい』に掲載しています。 

熊
谷

く
ま
が
い 

嘉よ
し

尚な
お

さ
ん 

（第
２
区
自
治
会
推
薦
） 

永
年
第
2
区
自
治
会
長
を
務
め
、
役
員 

会
議
の
定
例
化
や
高
齢
者
交
流
と
見
守
り 

の
一
環
と
し
て
「
2
区
カ
フ
ェ
」
の
立
上
に
尽 

力
さ
れ
た
。 

 熊
谷

く
ま
が
い 

敏
子

と

し

こ

さ
ん 

（大
里
自
治
会
推
薦
） 

永
年
大
里
自
治
会
の
副
会
長
を
務
め
、
地

域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
。
ま
た
、
自
主
防
災

会
の
副
隊
長
と
し
て
も
永
年
運
営
に
尽
力
さ

れ
た
。 

 上
折
壁

か
み
お
り
か
べ

体
育

た
い
い
く

協
会

き
ょ
う
か
い 

（第
11・12
区
自
治
会
推
薦
） 

 
 

上
折
壁
地
区
民
の
体
力
向
上
及
び
、
体
育
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
地
区
民
同
士
の
親

睦
交
流
を
創
出
す
る
な
ど
地
域
活
性
化
に
努

め
て
い
る
。 

 

小
山

お

や

ま 

清
き
よ
し

さ
ん 

（第
14
区
自
治
会
推
薦
） 

 
 

永
年
第
14
区
自
治
会
の
事
務
局
や
副
会
長

を
務
め
、
自
治
会
の
活
性
化
と
地
域
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。 

 

及
川

お
い
か
わ 

恭
一

き
ょ
う
い
ち

さ
ん 

（室
根
町
史
談
会
推
薦
） 

 
 

永
年
室
根
町
史
談
会
の
理
事
と
し
て
会
の 

礎
を
築
く
の
に
貢
献
さ
れ
、
顧
問
と
な
っ
た 

現
在
も
会
の
相
談
役
や
指
導
に
努
め
ら
れ 

て
い
る
。 

  

 

室
根
地
域
ま
ち
づ
く
り 

推
進
大
会 

開
催 

室根地域活動まちづくり功労者 表彰者紹介 

 

表彰者（団体）の皆様 

講演の様子 記念樹贈呈 

アトラクションの様子 

功労者表彰 

2
月 

日
（
土
）

に
曲
ろ
く
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
『
第
3
回
室

根
地
域
ま
ち
づ
く

り
推
進
大
会
』
を
開

催
し
ま
し
た
。（
共

催 

一
関
市
） 

こ
の
大
会
で
は
、

永
年
に
わ
た
り
地
域
活
動
に
尽
力
し
、
功
績

が
顕
著
な
個
人
又
は
団
体
等
を
各
自
治
会

や
地
域
団
体
が
推
薦
し
、
『
室
根
地
域
活
動

ま
ち
づ
く
り
功
労
者(

団
体)

』
と
し
て
表
彰

す
る
他
、
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
文
芸
表
彰
と

昨
年
１
年
間
に
室
根
地
域
で
誕
生
し
た
お

子
さ
ん
【
14
名
】
・
ご
結
婚
さ
れ
た
方
々

【
9
組
】（
岩
手
日
日
新
聞
掲
載
者
）
へ
の

記
念
樹
贈
呈
が
行
わ
れ
、
来
場
し
た
延
べ

120
名
で
表
彰
や
贈
呈
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。 そ

の
後
、
宇
都
宮
市
か
ら
一
関
市
東
山
町

へ
移
住
し
、
岩
手
ク
リ
ニ
ッ
ク
一
関
の
院
長

を
勤
め
ら
れ
て
い
る
貝
淵
俊
光
先
生
よ
り
、

『
い
な
か
暮
ら
し
と
健
康
』
と
い
う
演
題
で

移
住
し
た
経
緯
や
現
在
の
暮
ら
し
ぶ
り
、
専

門
と
さ
れ
て
い
る
泌
尿
器
科
と
透
析
治
療

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
苦
労

が
あ
り
な
が
ら
も
、
い
な
か
暮
ら
し
を
満
喫

し
て
い
る
と
語
っ
た
貝
淵
先
生
は
、
地
域
の

方
々
に
温
か
く
接
し
て
い
た
だ
け
る
事
が

い
な
か
暮
ら
し
の
ひ
と
つ
の
魅
力
で
あ
り
、

受
け
入
れ
る
側
も
自
然
体
で
接
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
良
い
の
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 最

後
は
、
藤
沢
町
サ
ン
イ
チ
三
味
線
の
皆

さ
ん
に
よ
る
迫
力
あ
る
ス
コ
ッ
プ
三
味
線

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
会
場
を
楽
し
ま
せ
、

来
場
さ
れ
た
方
々
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。    

：
 

８ 



（まち協ニュース） 

 

 

研修先① 若者コミュニティ 『ＧＯ！.com （ジーオードットコム） 』 
山形県の庄内地域の若者達で活動する任意コミュニティ『ＧＯ！.com

（ジーオー！ドットコム）』。男性 4 名から始まり、現在は男女問わず約 50 名

の若者が活動しているこちらのコミュニティは、『つながる』を目的に、

月 1 回のホームパーティーや季節イベント（バーベキュー、芋煮会など）

を企画。職場と家との往復になりがちな若者が多い中、みんなで気軽に集

まって楽しく過ごせる居場所作りに魅力を感じました♪ 
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 これまでの振り返りを参考に、次年度の事業計画について話し合いました。 

目標課題である『地域間・世代間の交流を通し人や文化を育むまち』を土台として、

次年度は今年度実行できなかった室まち協のキャラクター制作や、コンサート・講

演会等の文化的イベントを行っていけたらとの事で、話し合いが進んでいます。 

2 月 15 日～16 日の 2日間、山形県酒田市と鶴岡市

へ視察移動研修に行ってきました！ 

まちづくり協議会 の 

年寄りが安心して暮らせる地域社会で 

あるように。【80代男性】 

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
抜
粋 

Ｑ.５年後 10年後どんな町であってほしいですか？ 

今のままがいい。【60代男性】 
お互い手助けできるような町。【70代男性】 

。 

高齢者福祉に優しい町づくり、若者が働きやすく 

まちに残って活気にあふれる町に‼【70代女性】 

 

人口減少は進むと思うが、近所仲良く「お互い様精神」で 

暮らせたらいいなと思う。【６0代女性】 地域の特性を活かした活気ある明るいまちで 

あってほしい。【40代男性】 

 

若者が活き活きと活躍する町。【50代男性】 

 

町民が安全に暮らしてゆける町。生活に幸福度が 

感じられる町であれば良いです。【80代女性】 

『失敗を恐れず、まずやってみる』  『ダメだったらすぐ次へ（ダラダラ続ける意味はない）』   『同じ失敗は繰り

返さず、良い所は残して変えるところは変える！』 の繰り返しが大切！ 

成 功 の 秘 訣 !! 

 

研修先② 『鶴岡市立加茂水族館 』 
『クラゲの水族館』として人気観光スポットとなっているこちらの水族館。民営時代

から何度も閉館の危機を乗り越えてきました。今回クラゲ飼育課の佐藤さんに、閉館の

危機を脱した現館長さんの発想の展開と前館長さんのサポート力など、危機を脱した

経緯と考え方を伺いました。現在では地域の宿泊施設が夜の水族館ツアーを取り入れ

たり、飲食店でクラゲ料理を取り扱ったりと、地域の活力ともなっているようです！ 

 1 年かけて開発に取り組んできた『三升漬け』について、今後の

方向性や取り組みについて検討しました。12 月に開催した長堀隆

さんの講演会で、数値としての記録や変化の少ない環境下での管理

の大切さを学んだため、管理用器材の購入検討や、製品化した際の

パッケージ等について協議しました。 

mailto:murone-machikyo@helen.ocn.ne.jp

